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谷
津
干
潟
観
察
会

　

４
月　

日
（
日
）
谷
津
干
潟
自
然
観
察

１８

セ
ン
タ
ー
主
催
で
「
ト
ビ
ハ
ゼ
や
カ
ニ
の

す
み
か
を
つ
く
ろ
う
！
」
と
い
う
催
し
物

が
小
学
４
年
生
以
上
を
対
象
に
、
谷
津
干

潟
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
初
夏
を
思

わ
せ
る
日
差
し
の
中
、
市
内
外
の
小
学
生

と
習
志
野
市
立
第
七
中
学
校
の
生
徒
２
人
、

レ
ン
ジ
ャ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
メ
ン
バ
ー
）
を
含
め
約　

名
３０

で
作
業
し
ま
し
た
。
七
中
の
渡
辺
君
と
小

池
君
は
小
学
生
の
時
か
ら
作
業
に
参
加
し

て
い
て
、
初
め
て
参
加
す
る
小
学
生
に
は

心
強
い
お
兄
さ
ん
で
す
。
昨
年
の
「
あ
さ

ま
る
通
信
」
５
月
号
（　

号
）
で
は
、
こ

２２

の
作
業
は
雨
天
の
為
に
中
止
と
な
り
、
記

事
と
し
て
お
伝
え
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
は
詳
し
く
お
伝
え
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
芝
原
さ
ん
か
ら
、

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
作
業
の
目
的
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
「
ト
ビ
ハ
ゼ
や

カ
ニ
の
す
み
か
を
つ
く
る
」
は
谷
津
干
潟

の
北
西
部
に
あ
る
自
然
観
察
場
に
作
り
ま

す
。
現
在
ア
シ
が
茂
っ
て
い
る
所
に
あ
る

木
道
か
ら
で
は
生
き
物
の
観
察
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
木
道
付
近
に
人
工
の
干
潟

を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
作
業

は
基
本
的
に
は
穴
掘
り
が
中
心
と
な
り
ま

す
。
人
工
の
干
潟
を
作
る
と
い
う
試
み
は

　

年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
４
年
目
を
迎

２００１え
ま
し
た
。
こ
の
人
工
干
潟
を
作
る
前
は
、

カ
ニ
の
巣
は
４
個
し
か
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
し
て
１
年
目
の
作
業
で　

個
に
増

１３０

え
、
今
で
は　

個
以
上
に
増
え
て
い
ま
す
。

１０００

ト
ビ
ハ
ゼ
や
カ
ニ
が
生
息
す
る
に
は
、

「
干
潟
」
と
い
う
環
境
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
調
査
し
た
結
果
、
今
回
の
作

業
の
場
所
は
他
の
干
潟
よ
り
も
地
点
が
高

く
、
最
低
で
も　

〜　

�
、
さ
ら
に
崩
壊

２０

３０

を
考
慮
に
い
れ
る
と
、
さ
ら
に　

〜　

�

１０

１５

掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
判
り
ま

し
た
。
こ
の
掘
り
下
げ
る
作
業
に
よ
っ
て

潮
の
満
ち
引
き
が
生
ま
れ
、
初
め
て
「
干

潟
」
と
な
る
の
で
す
。

　

説
明
と
注
意
事
項
を
受
け
る
と
、
帽
子

に
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
軍
手
に
長
靴
の
完
全
装
備

で
、
作
業
の
開
始
で
す
。
ま
ず
子
供
達
が

ス
コ
ッ
プ
で
穴
掘
り
を
し
ま
す
。
目
印
に

杭
を
打
ち
そ
こ
か
ら
掘
り
進
め
て
行
き
ま

す
。
子
供
達
は
重
い
土
を
一
所
懸
命
に
掘

り
干
潟
を
広
げ
、
溝
を
掘
っ
て
行
き
ま
す
。

バ
ケ
ツ
に
移
し
土
を
移
動
さ
せ
る
の
も
重

労
働
で
す
。
と
こ
ろ
が
子
供
達
は
作
業
の

合
間
に
ト
ビ
ハ
ゼ
や
カ
ニ
を
見
つ
け
、
楽

し
ん
で
作
業
し
て
い
ま
し
た
。
干
潟
の
生

き
物
に
接
す
る
機
会
は
な
か
な
か
あ
り
ま

せ
ん
。
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
も
生
き
物

を
見
つ
け
た
子
供
達
の
表
情
は
イ
キ
イ
キ

し
て
い
ま
し
た
。
バ
ケ
ツ
が
い
っ
ぱ
い
に

�平成 16 年度公民館講座参加者募集
講座名：「明日の親の学級」
日　時：平成 16 年 5 月 22 日（土）

　　　　13 時 30 分から 15 時 30 分

場　所：菊田公民館

講　師：公民館職員

学習内容：これから親になる人を対象に、母胎の保健・

父母の役割・男性の育児参加等について学びます。

�絵本を読もう�夫婦の関わり�地域との関わり

定　員：妊婦他 30 名

※ ぜひご夫婦でご参加ください。おひとりでも大歓迎です。

申込・問合先：習志野菊田公民館　

TEL 452 － 7711　FAX 452 － 7712

�サッカープリンスリーグを観戦しよう�
市立船橋高等学校ＶＳ武南高等学校
日　時：平成 16 年 4 月 29 日（祝・木）　11 時 00 分

市立船橋高等学校ＶＳ前橋育英高等学校
日　時：平成 16 年 5 月 30 日（日）　13 時 30 分

会　場：秋津サッカー場　入場無料

�市制50周年記念　第16回福祉コンサート！これが吹奏楽だ！
今年もやります！習志野高校吹奏楽！ポップスあり、

マーチングショーあり、ブラックライト音楽劇あり…

今年もパワー全開、リズムはじける白熱ステージ！

日　時：平成 16 年 6 月 13 日（日）

　　　　開場／午後 1時　開演／午後 2時

会　場：習志野文化ホール（ＪＲ津田沼駅南口）

料　金：前売り　1,200 円（全席自由）

　　　　※ 5/1 から販売開始、当日券は発行しません。

チケット扱い：習志野文化ホール・習志野市内各公民

　　　　　　　館ほか

予約・問合先：福祉コンサート実行委員会「これすい」係

TEL 452 － 4161　FAX 451 － 8211

ホームページ　http://www1.seaple.ne.jp/nashakyo/
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発　行：習志野販売株式会社

〒２７５－００１６

千葉県習志野市津田沼 5-11-10 吉田ビル 3F

TEL　047-454-2355　FAX　047-454-2357

URL　 http://www.asamaru.com/

e-mail　info@asamaru.com

第34号　　5月

�プレゼントは裏面にあります。

な
る
と
今
度
は
大
人
達
の
出
番
で
す
。
バ

ケ
ツ
の
土
を
木
道
の
上
の
一
輪
車
に
乗
せ

捨
て
に
行
き
ま
す
。
木
道
の
上
を
一
輪
車

で
運
ぶ
の
は
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
必
要
で

す
。
最
初
は
乾
い
た
軽
い
土
だ
っ
た
の
が
、

掘
り
進
む
う
ち
に
重
い
水
分
を
含
ん
だ
土

に
な
る
と
、
重
く
な
り
余
計
に
バ
ラ
ン
ス

が
取
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ

で
も
頑
張
っ
て
子
供
と
大
人
の
共
同
作
業

が
続
き
ま
し
た
。
水
を
引
き
干
潟
ら
し
く

な
っ
て
来
た
ら
、
作
業
の
終
了
で
す
。
丸

一
日
の
作
業
で
し
た
が
、
子
供
も
大
人
も

楽
し
ん
で
作
業
し
た
よ
う
で
す
。
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